
令和７年度 幼稚園評価結果 

半田市立宮池幼稚園 

１ 幼稚園の教育目標 

「幼稚園教育要領」の教育目標に基づき、幼児の発達に即した計画を立て、その実践を通して生きる力の基

礎の育成に努める。 

 

２ 本年度の重点目標を基に設定した幼稚園評価の具体的な目標や計画 

・ 「友達とのつながりを深め、一緒に遊ぶ楽しさを感じられる子」を目指し、実践研究をする。 

・ 幼保小中一貫教育（キャリア教育）を推進する。 

・ 地震や不審者侵入等の様々な状況における避難訓練を実施し、危機管理意識を高める。 

 

３ 評価項目の達成及び取組状況 

評 価 項 目 結果 理         由 

(1) 「友達とのつながりを深

め、一緒に遊ぶ楽しさを

感じられる子」を目指した

保育実践の推進 

 A 

・友達と一緒に試したり工夫したりする体験を積み重ね、子ども同士が

楽しさを共有する姿につながった。事例検討の中で、子どもの社会性

の発達の観点から遊びの姿を読み取ることで幼児理解を深めた。半

田市立幼稚園一斉研修で公開保育と実践報告を行った。 

(2)キャリア教育の充実 

 B 

・保育園児との交流や小学校見学など、つながりを円滑にする取組を

行った。また職員同士で地区の幼・保・小・中との情報交換や授業見

学をし、互いの教育内容やカリキュラムを理解し合うことができた。 

(3)防災教育の推進 

  B 

・地震、火災、不審者対応等の訓練は、回数を積み重ねることで園

児が不安なく行動できるようになった。職員間で連携の確認や避難方

法の検討を丁寧に行い、臨機応変に対応する必要性を再確認した。 

 

４ 幼稚園評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

結果 理         由 

 

  B  

「友達とのつながりを深め、一緒に遊ぶ楽しさを感じられる子」を目指した保育実践の推進では、

子どもの社会性の発達の観点から遊びの姿を読み取り、実践に生かすことで、子ども同士が楽しさ

を共有しながら遊ぶ姿につながった。キャリア教育や防災教育については、職員間で共通理解を図

りながら進めることができた。今後も方法を検討しながら積み重ねていきたい。 

※３・４の評価結果の表示方法 

 

 

 

 

５ 今後取り組むべき課題 

課     題           具体的な取り組み方法 

保護者や地域に開かれた幼

稚園経営 

幼稚園教育で大切にしていることや子どもの育ちを保護者や地域に発信し、社

会的な理解を得て連携を進めていく。 

 

A 十分達成されている 

B 達成されている 

C 取り組まれているが成果が十分でない 

D 取組が十分でない 


